
入手から
マスターの
近道教えます

JWW
ユーザー
調書

複雑な曲線は、スキャナをうまく活用する

複雑な曲線を多く含む、日本建築の意匠

設計図を作成している鈴木規夫氏。スキャ

ナとC A Dを駆使して、曲線を表現している

という。

「D O S版のJ W _ C A Dは6年ほど使っています

が、J W Wは使い始めて半年ほどしかたって

いません。基本的にメニューは変わってい

ないため、操作面での違和感は感じていま

せん。日本建築、とくに彫刻の場合、単純

な円や円弧ではなく、半径が微妙に異なる

連続した曲線が多いため、C A Dでの作図は

向いていないと考えていました。手書きの

場合は、微妙な力加減や自分の勘で複雑な

曲線を表現するのですが、それをC A Dで行

うのはとても困難な作業となります。しか

し、手書きで書いたラフスケッチをスキャ

ナで取り込み、そのラフスケッチの曲線を

J W W上でなぞっていく練習を重ねるうちに、

C A D上でも曲線を書けるようになりました。

W i n d o w s版になり、スキャナで読み込んだ

画像を、直接J W Wに直接取り込めるように

なった点は大きなメリットですね」

Norio SUZUKI
鈴木規夫
鈴木設計事務所代表。一般住宅のほか、寺社などの日

本建築の意匠設計図の作成を主な業務としている

J W W形式が、中間ファイル的な存在になることに期待
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